
１ .新たな時代に求められる学校教育

２ .学校の形態

３ .教育課程の編成・実施、指導方法に関する様々な工夫

４ .沼田市の特色をいかした

魅力ある教育活動を推進する「新たな学校」づくりに向けて

第２回 沼田市教育機関の適正配置及び設置に関する審議会

多様化・複雑化する様々な課題解決を目指す

沼田市の特色をいかした

新たな時代の
学校教育の
構築に向けて
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１．新たな時代に求められる学校教育 ～中教審答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」（R3.1.26）～
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変化する社会の中で直面している

学校教育の
課題

１．新たな時代に求められる学校教育 【課題】 ～中教審答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」（R3.1.26）～

子供たちの多様化
特別支援教育を受ける児童生徒、外国人児童生徒、
貧困・いじめ・不登校児童生徒等の増加

生徒の

学習意欲の低下
加速度的に進展する

情報化への対応

深刻化する

教師不足
感染防止策と
教育活動の両立

人口減少
少子高齢化
教師の

負担増大



明治の学制
以来の
大改革

１．新たな時代に求められる学校教育 【課題解決に向けて】 ～最近10年間において注目されているキーワード～

ＧＩＧＡスクール構想
１人１台端末
デジタル教科書
ICT環境の整備により
質の高い学びの実現

個別最適な学び
全ての児童生徒に基礎学力を習得させる
ため、一人一人にあう柔軟な指導を行う

協働的な学び
多様な他者と関わりの中で、
自分とは異なる考え方に
触れながら、学びを深める

主体的・対話的で深い学び
●学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しを
もって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる。

●子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を
通じ、自己の考えを広げ深める。

●習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を
働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成
したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう。

非認知能力
●自分の目標を目指して粘り強く取り組む
●そのためにやり方を調整し、工夫する
●友達と同じ目標に向けて協力し合う

エージェンシー
よりよい未来の創造に
向けた変革を呼び起こす力

自律した学習者
自分で考え、自分で決めて、
自分で動き出す

ＳＴＥＡＭ教育
各教科等横断的な学習の推進
Science(科学)、Technology(技術)、
Engineering(工学)、Arts(芸術)、
Mathematic(数学)

探究的な学び
自ら課題を見つけ、情報を収集・整理・
分析しながら問題の解決に取り組み、
意見をまとめ・表現する学習活動

コミュニティ・スクール
保護者や地域のニーズを反映させるために、
地域住民が学校運営に参画できるようにする
仕組や考え方を有する形態の学校

ウェルビーイング
身体的・精神的・社会的に良好な状態

インクルーシブ教育
国籍や人種などの違いに関係なく、
同じ場所で共に学ぎ合う働き方改革

時間外労働の縮減、
ワークライフバランス フリースクール

不登校の子供に対して支援を行う施設
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２．学校の形態 ～小・中学校、義務教育学校、小中一貫校～

小学校 中学校６～12歳が通う教育機関
沼田市内に11校設置

12～15歳が通う教育機関
沼田市内に９校設置

１．従来から設置されている学校

２．新たな形態の学校 ※文部科学省「小中一貫した教育課程の編成・実施に関する手引」（平成28年12月２６日）より抜粋
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２．学校の形態 ～小・中学校、義務教育学校、小中一貫校、小規模特認校～

小学校 中学校６～12歳が通う教育機関
沼田市内に11校設置

12～15歳が通う教育機関
沼田市内に９校設置

小規模特認校 ※文部科学省が1997年に制度化

児童生徒数が減少し存続が危ぶまれる学校において、小規模
の良さを活かした「特色ある学校運営」を進める場合に限って、
自治体全域から児童生徒を集めることが認められている。

義務教育学校
一人の校長の下で一つの教職員組織が置かれ、義務教
育9年間の学校教育目標を設定し、 9年間の系統性を確
保した教育課程を編成・実施する学校。

設置者の判断で、一貫教育の軸となる新教科等の創設、
学年段階間・学校段階間での指導内容の入れ替え、「４
－３－２」「５－４」等の柔軟な学年段階の区切りの設定等、

一貫教育の実施に必要な教育課程上の特例が認められ
ている。

１．従来から設置されている学校

２．新たな形態の学校 ※文部科学省が2016年に制度化

小中一貫校
組織上独立した小学校及び中学校が一貫した教育を施
す形態で、それぞれに校長、教職員組織を有する学校。
施設の「一体型」「併設型」「連携型」がある。

例：北の杜学園（太田市）、黒保根学園（桐生市）
なんもく学園（南牧村）
川場学園（川場村 ※令和７年度開校）

例：あずま小中学校（みどり市）
ぐんま国際アカデミー
（太田市、私立、小学校「初等部」～高校「高等部」）
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２．学校の形態 ～小・中学校、義務教育学校、小中一貫校～
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２．学校の形態 ～小中一貫教育への期待～

〇一人の校長の下、一つの教職員組織による９年間の系統性・一貫性を

確保した教育課程の編成・実施

〇目指す子供像を共有し、系統性・連続性を強化した教育課程の実施

〇小学校高学年における教科担任制や乗り入れ指導による学力の向上

〇発達段階に応じた継続的な生徒指導の実現

〇多様な異学年交流による社会性・人間力の育成

〇教職員の意識及び行動の変革

教育内容や学習活動の量的・質的充実 発達の早期化等に関わる現象

いわゆる「中１ギャップ」 社会性育成機能の強化の必要性

学校現場の課題の多様化・複雑化

一人一人の教員の努力や学年単位での努力、
学校単位の努力だけでは十分な対応が困難である。

期待されるメリット 義務教育学校・小中一貫校
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３．教育課程の編成・実施、指導方法に関する様々な工夫 ～川場村立川場学園 【義務教育学校】～ ※資料の出典は川場村HP

【川場村小中一貫教育推進基本方針】

施設一体型の義務教育学校により切れ目の
ない９年間の教育を推進し、指導の一貫性
や学びの連続性、異学年交流の常態化など
を重視しながら「川場村ふるさと人材」の
育成を目指す。

※川場村ふるさと人材
自らの力で村を支えていこうとする意欲や
志を持つとともに、故郷(ローカル)に軸足
を置きながら世界(グローバル)で活躍でき
る人材グローカル人材

カリキュラムの特徴「３つの指針」

①非認知能力の育成
②ふるさと学習「川場学」の充実
③英語教育の充実による
「グローカル」な子どもの育成

R6年度 川場小141名、川場中85名 ※白沢小中と同規模
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３．教育課程の編成・実施、指導方法に関する様々な工夫 ～下仁田町立下仁田中学校 【非認知能力の育成】～

下仁田町立下仁田中学校

※資料の出典は学校HP

令和５年度
生徒数

学年 男 女 計

１ ７ １６ ２３

２ １２ １２ ２４

３ １２ １２ ２４

特支 ３ ２ ５

合計 ３４ ４２ ７６

※下仁田町
唯一の中学校

白沢中と同規模

1965年 小９校、中５校
↓

2012年 小１校、中１校
↓

併設型一貫校
移行準備
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３．教育課程の編成・実施、指導方法に関する様々な工夫 ～下仁田町立下仁田中学校 【非認知能力の育成】～

下仁田町で目指す児童生徒
自主的な小学生（自分から進んで）
自律した中学生(自分で考えて､自分で決めて､自分で行動する）

下仁田中・学校教育目標 下仁田中・目指す学校像
生徒の主体性を育む

教職員・
生徒の
話合いで
決定！

具体的な取組

「やってみよう！」
①授業で意識してやってみよう！

②校務分掌でやってみよう！

③エピソードカード(いいとこ探し)に

記録してみよう！

④行動指標を作成しよう！

☆自ら考える、判断する、決定する、行動する力を
育み・発揮する機会の設定

☆見守り、支援の充実

《自らの成長を実感した生徒の言葉》

・自分たちで、「こんなにすごいことが
できるんだ」と思えた。
・自分のことも相手のことも大切にできる
ようになったので、うれしかった。
・クラス全体で考え、自分たちでクラスを
立て直すことができた。
・周りを見て、自分から手伝い、相手の
ことを考えながら行動できた。

※写真はHPより引用
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３．教育課程の編成・実施、指導方法に関する様々な工夫 ～上野村立上野小学校 【教育課程の工夫・山村留学】～

上野村立
上野小学校

学年 男 女 計

１ ６ ３ ９

２ ３ ４ ７

３ ４(１) ５(１) ９(２)

４ ５(２) ２ ７(２)

５ ６(２) ８(２) １４(４)

６ ９(４) ３(１) １２(５)

特支 １ ０ １

合計 ３４(９) ２５(４) ５９（13）

令和５年度児童数

（ ）は「かじかの里学園」の山村留学生

令和５年度教職員数

校長１、教頭１、教諭９、養護教諭１、
事務主任１，栄養士１、
スクールカウンセラー１、
図書館司書１、用務員１、ＡＬＴ１、
支援員２※資料の出典は学校HP

少子化対策

山村留学
かじかの里学園

学力向上対策

単元内自由進度学習
きめ細かな少人数指導

学力向上対策

英語教育
小１からの早期化

※上野村唯一の小学校
池田小・利根小と同規模
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３．教育課程の編成・実施、指導方法に関する様々な工夫 ～上野村立上野小学校 【教育課程の工夫・山村留学】～

Ｑ：山村留学は何年生から受け入れていますか？ ※HPより引用
Ａ：小学３年生から中学２年生まで。

Ｑ：年度途中からの入園はできますか？
Ａ：原則として年度途中からの入園は認めていない。
留学の期間は、年度頭の４月から年度末の３月までの１年間。

Ｑ：山村留学にかかる費用はどれくらいですか？
Ａ：初年度……入園金１０万円
月々………センター使用料２万円／学園費２万５千円／

個人学習費１万円／保護者会費３千円
その他、学校の集金や部活の用具代（中学卓球部）
給食費や小学生のバス通学費等の不足分は村負担。

山村留学
かじかの里学園

移住とは異なり、主に関東圏内から、「豊かな自然が
あふれる環境の中で学びたい」子供や、「きめ細かな
少人数指導」を期待する保護者が入園を希望して、
子供のみ留学する。教育への意識の高い家庭が多い。

令和６年度 学校経営の概要
基本理念「上野村に誇りを持ち、

ふるさと上野村に心を寄せ続けられる児童生徒の育成」
学校教育目標

「進んで学び 心豊かに たくましく生きる子どもの育成」

Challenge ～やればできる～
・安心して失敗できる空気感づくり
・失敗を楽しみながら修正して学んでいく

「自分から」 自分で考え、自分で決め、自分から行動する

・勉強も運動も遊びも「やらされる」から「やりたい」へ

一人一人の児童生徒が
自分のよさや可能性を認識する

・「個別最適な学び」の実現
・子供がもつ自ら学ぶ力の発揮

自習

マイプラン学習

授業

単元内
自由進度学習



３．教育課程の編成・実施、指導方法に関する様々な工夫 ～上野村立上野小学校 【教育課程の工夫・山村留学】～

単元内自由進度学習(マイプラン学習) ～少人数をいかした きめ細かな指導の充実～

６年算数 2024.5.21

「円の面積を求める公式はどうやってつくる？」

動画

動画教科書

教科書

ノート先生

個別最適な学び

対話

対話

協
働
的
な
学
び

様々な学び方
一人でじっくり学ぶ、二人で学ぶ、
グループで学ぶ、全員で学ぶ
いろいろな考えの深め方
先生と一緒に考える、友達と一緒に考える、
１人１台端末を活用して一人で考える

一斉学習

自由進度
学習

誰一人、「独り」になっていない。
個人で課題に向き合っているが、行き詰ったところで「聞く」。
「教え合い」ではなく、「学び合い」が成立している。
初めの一歩は「聞く」こと。
子供同士の人間関係もよくなる。



答えが１つではない問い

工夫

パス回し型の
子供同士の対話

工夫
発言した者が

次の発言者を指名
全員が発言してから２巡目

解決したくなる魅力的課題

自分の考えを広げ深める「対話」

教師主導から子供主体の授業へ

主体的・対話的で深い学び

３．教育課程の編成・実施、指導方法に関する様々な工夫 ～私立関西大学初等部（大阪府高槻市） 【教育課程の工夫（対話）】～

関西大学
初等部
(小学校)

１学年算数
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３．教育課程の編成・実施、指導方法に関する様々な工夫 ～まとめ～

教育内容や学習活動の量的・質的充実 発達の早期化等に関わる現象

いわゆる「中１ギャップ」 社会性育成機能の強化の必要性

学校現場の課題の多様化・複雑化

一人一人の教員の努力だけでは
十分な対応が困難である。

義務教育学校・小中一貫校・適正規模の学校太田市立北の杜学園
R６年度児童生徒数 ７７８名

４つのステージの設定
(Ⅰ…１･２年/Ⅱ…３･４年/
Ⅲ…５･６･７年/Ⅳ…８･９年)

５学年からの段階的な

教科担任制
異年齢集団による交流機会

の充実

太田市立北の杜学園
(義務教育学校)

桐生市立黒保根学園
(義務教育学校)

桐生市立黒保根学園

R６年度児童生徒数５３名

特色ある教育活動の推進

確かな学力の向上
英語教育
ふるさと黒保根学



平成２１年度（2009年度）

沼田中学校 14学級【適正規模】
１～３年…４クラス、特別支援学級…２クラス

2024/8/29

３．教育課程の編成・実施、指導方法に関する様々な工夫 ～まとめ～

Ｈ21年度

沼田中

合唱コンクール（３学年合唱）

マラソン大会運動会

部活

3年生



４．沼田市の特色をいかし魅力ある教育活動を推進する「新たな学校」づくり ～群馬県教育ビジョン～

自己肯定感
他人の評価を気にせず
自分を大切にできる

自己効力感
失敗を怖がらずに
挑戦することができる

自制心
先を見据えて
感情と行動を
コントロールできる

柔軟性
自分と違う意見や
変化に対応することが
できる

共感力
相手の立場に立って
思いやることができる

協働力
他人と協力して
最適解を見つけることが
できる

社会性
良好な人間関係を構築し
社会で役立つ一員となる

主体性
自分で考え進んで
行動することができるやり抜く力

自分で目標を決めて
達成するまで頑張れる

回復力
困難な状況でも
心を回復し適応することができる

これからの時代を
生きていくために必要なこと

自分で考えて、
自分で決めて、
自分で動き出す
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４．沼田市の特色をいかし魅力ある教育活動を推進する「新たな学校」づくりに向けて ～現状と挑戦～

ＩＣＴ活用で
変わる
学校教育

始業式

国際交流

授業(日常)

研究授業(オンライン中継)

・学びの質の向上、効率化
・創造的活動の推進
・負担軽減 etc.
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４．沼田市の特色をいかし魅力ある教育活動を推進する「新たな学校」づくりに向けて ～現状と挑戦～

利根中・３学年 総合的な学習の時間「森に学ぶ」

【地域連携】 利根中学校・３学年 総合的な学習の時間「森に学ぶ」

たんばら・森林の学校 小学４年生参加

郷
土
愛
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４．沼田市の特色をいかし魅力ある教育活動を推進する「新たな学校」づくりに向けて ～現状と挑戦～

頑
張
る
先
生

課題解決に向けて…
学校の小規模化 ⇒ 部活動の運営

教員の資質向上

休日部活動の地域展開(地域移行・地域連携)

ね っ ち ゅ う

ＮＥＣＨＵ (Ｎｕｍａｔａ Eｎｅｒｇｅｔｉｃ ＣHUｇａｋｕｓｅｉ)

沼田の活力ある中学生

沼田市教志塾「言向和平」
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４．沼田市の特色をいかし魅力ある教育活動を推進する「新たな学校」づくり

《幸福・ウェルビーイング》 地域とともにある学校づくり、学校を核とした地域づくり、部活動の地域展開
【コミュニティ・スクール】

《たくましい人づくり》 人間力(社会性)・学力・体力等の向上 【創造・協働・意思疎通】
人間関係構築力の育成(集団の中での学び) 【適正規模】
教育部活の推進

《たくましいまちづくり》 郷土愛の育成、体験的・探究的な学びの充実 【ぬまた未来創造学】
安心・安全な教育環境の整備(学校施設・通学路等) 【セイフティ沼田】

《エージェンシー》 自分で考えて、自分で決めて、自分で動き出す 自己肯定感・自己有用感の醸成
【主体性・非認知能力の育成・不登校対策】

《多様性》 指導観の転換・指導法の工夫⇒ICT活用・対話と交流・異学年交流・チーム担任制
特別支援教育の充実 【インクルーシブ教育】

学び合い・高め合い・磨き合う環境 【切磋琢磨】

きめ細かな少人数指導 【個や多様性への配慮】

特色ある魅力的な教育活動 【子供を主語にする学校】

地域との密接なつながり 【みんなでつくる学校】

“未来志向”で取り組む

【新たな学校づくりのキーワード】

“安心・期待”

“新しい当たり前”
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４．沼田市の特色をいかし魅力ある教育活動を推進する「新たな学校」づくり

学校・家庭・地域の「創造・協働・意思疎通」による質の高い教育の実現
創造………課題解決のために、知識や技能、情報等を活用し、新たな価値や取組を生み出す。
協働………同じ目標に向かい、相手の立場に立って物事を考え、協力し合って行動する。
意思疎通…多様性を尊重し、伝え合うことを通して、お互いの理解や共通認識を深める。

未来を担うたくましいひとづくり・まちづくり


